
継続した支援のため
ご協力をお願いします。

現金または、ポイントで募金できます。
6桁の注文番号を入力してください。

●注文用紙、インターネットでいつでも受け付けています。
●インターネットの場合「買い物カゴ（注文内容確認画面）」に
ある「利用ポイント」より「変更」を開き、入力してください。

東京電力福島第一原子力発電所事故
被災者応援金

現金募金 ポイント募金

300円（ポイント） 186601 169056
1000円（ポイント） 186619 169064

2024年9月1回
次回は2月企画予定ですパルシステム

明日に向かって 伝える 続ける

梅
雨
間
に
太
陽
が
の
ぞ
い
た
７
月
某
日
。
千
葉
県
松
戸
市

の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
で
は
、
手
作
り
お
や
つ
や
コ
ー
ヒ
ー

を
手
に
談
笑
す
る
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
光
景
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
時
折
福
島
弁
の
飛
び
交
う
こ
こ
は
、
松
戸
・

東
北
交
流
サ
ロ
ン
「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」。
東
日
本
大
震
災

と
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
避
難
者
と
松
戸
市

民
の
憩
い
の
場
で
す
。

同
サ
ロ
ン
を
運
営
す
る
「
東
日
本
大
震
災
松
戸
・
東
北
交

流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
パ
ル
シ
ス
テ
ム
千
葉
が
出
合
っ
た
の

は
２
０
１
７
年
。
各
都
道
府
県
か
ら
自
主
避
難
者
へ
の
無

償
の
住
宅
提
供
が
終
了
す
る
な
か
、
パ
ル
シ
ス
テ
ム
千
葉
が

諸
関
係
団
体
と
共
同
で
千
葉
県
へ
支
援
要
請
を
行
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。
２
０
２
２
年
度
か
ら
は
、「
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
被
災
者
応
援
金
」を
助
成
開
始
。

「
震
災
か
ら
13
年
、公
的
な
支
援
は
先
細
っ
て
い
ま
す
。『
黄

色
い
ハ
ン
カ
チ
』
も
一
時
は
活
動
資
金
が
準
備
で
き
ず
に
、

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
」

そ
う
話
す
の
は
、
事
務
局
長
の
高
田
良
子
さ
ん
。

「
パ
ル
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
支
援
の
申
し
出
と
、
組
合
員
の
み

な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
応
援
金
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
そ
の
お
か
げ
で
今
で
も
活
動
が
続
け
ら
れ
る
ん
で
す
」

共
同
代
表
の
ひ
と
り
・
門
馬
正
純
さ
ん
は
震
災
時
、
福
島

県
南
相
馬
市
の
鹿
島
小
学
校
で
校
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

学
校
の
体
育
館
は
避
難
所
と
な
り
、
連
日
泊
ま
り
込
み
で
運

営
に
あ
た
っ
た
と
い
い
ま
す
。
あ
る
日
の
こ
と
、
松
戸
市
の

と
あ
る
小
学
校
か
ら
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
、
た
い
へ
ん

元
気
づ
け
ら
れ
た
そ
う
。

「
こ
れ
ま
で
私
た
ち
避
難
者
は
多
く
の
方
か
ら
の
思
い
や
り

に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
度
は
私
た
ち
の
番
で
す
」

２
０
１
９
年
、
門
馬
さ
ん
は
共
同
代
表
に
就
任
す
る
と
、

早
速「
防
災
井
戸
端
会
議
」の
計
画
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
防
災
井
戸
端
会
議
」
と
は
、
地
域
の
防
災
意
識
を
高
め
る

た
め
近
隣
の
住
民
や
知
り
合
い
で
集
ま
り
、
災
害
が
起
き
た

ら
ど
う
す
る
か
、
気
軽
に
意
見
交
換
を
行
う
場
で
す
。
と
き

に
は
自
分
た
ち
が
語
り
部
と
な
っ
て
震
災
体
験
を
語
り
聞
か

せ
、
ま
た
は
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の
専
門
家
を
招
き
学

習
会
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
拠
点
で
の
定
期
開
催
に
加

え
、
市
内
の
各
所
で
出
張
開
催
も
し
て
い
ま
す
。　

「
受
難
と
し
て
抱
え
込
む
の
で
は
く
、
大
事
な
学
び
と
し
て

後
世
へ
語
り
継
い
で
い
く
。
そ
れ
が
、
多
く
を
失
っ
た
私
た

ち
に
で
き
る
数
少
な
い
恩
返
し
な
ん
で
す
」

ま
た
、
地
域
の
高
齢
化
な
ど
を
鑑
み
、
今
秋
か
ら
は
「
災

害
弱
者
」
の
避
難
を
テ
ー
マ
に
新
し
い
計
画
を
す
す
め
て
い

ま
す
。

「『
避
難
者
同
士
の
情
報
共
有
の
場
』
と
い
う
枠
を
超
え
、

今
で
は
参
加
す
る
市
民
の
方
に
と
っ
て
も
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

で
す
。
今
後
も
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
」

組合員からの応援金が
被災者の笑顔につながっています。

東日本大震災松戸・東北交流プロジェクト（千葉県）

2012年設立。翌年1月から、千葉県松戸市や近隣地区の避難者
同士、避難者と市民の交流の場「黄色いハンカチ」を運営して
います。ほかにも、地域の防災意識向上をめざし「防災井戸端
会議」にも取り組んでいます。

ほかにも応援金はこのように使われています。

※一例です

甲状腺がんの
検診費

被災者・避難者の
カウンセリング費

放射能に関する
学習会の開催費

伝統行事を守るための
イベント開催費

放射能測定の
ための諸費用

被災地情報発信の
ための広報費

被災者の保養に
係る諸費用

被
災
者
と
地
域
住
民
が
集
う
社
交
の
場

手製のパネルを手に被災地体験を話す門馬さん

手作りのおやつも楽しみのひとつ

9月2回の「ポイントカタログ」でも
支援団体の活動を紹介します

地
域
の
た
め
、被
災
体
験
を
役
立
て
た
い

共同代表
門馬正

まさのり
純さん

共同代表
佐藤利雄さん

事務局長
高田良子さん

パルシステムは福島第一原子力発電所事故が発生した2011年から、
被災者・避難者の応援を続けています。

「東京電力福島第一原子力発電所事故被災者応援金」もそのひとつ。
2023年は、過去最大となる25団体へ助成を行いました。
公的支援が先細るなか、組合員からの応援金は活動の大きな支えです。
そのなか「今の自分たちにできること」を見つけて、
一歩先を歩いていく人たちがいます。



パルシステムの
公式サイトや注文アプリで
放射能検査の結果や
内容が確認できます

放射能対策に取り組み続けます。
パルシステムは、2011年3月の東日本大震災と東京電力
福島第一原子力発電所の事故直後から、放射能対策を
進めてきました。2011年9月には食品中の放射能の自主
基準を設定、国より厳しい基準でお届けする食品の放射
能検査を行っています。また、放射能が検出された産地
と協力した低減への取り組みや、被災者への支援も続け
てきました。今後も放射能検査や対策を続けていきます。

インターネットから見られない方は、
下記よりお問い合わせをお願いします

❶トップ画面の「メニュー」をタップする
❷「メニュー」画面の「商品関連情報」を

タップする
❸「商品関連情報」画面の

「放射能検査結果」をタップする

❶ 公式サイトを開く
❷トップ画面を下にスクロールする
❸「News お知らせ」から

「放射能検査のお知らせ」を
探してクリックする

注文アプリから見る場合

公式サイトから見る場合

検査結果を毎週お知らせ　 検査基準・方法はここから確認

0120-868-014
※通話料は無料です。　※お問い合わせ内容の確認とサービス向上のために、通話の内容を録音しております。

月～金曜日：9時～20時
土曜日：9時～17時

パルシステム問合せセンター

ここをタップ

❷「放射能検査」のページに移ります❶「パルシステムの放射能検査は
こちら」をタップ

「お知らせ」のページは
こちらから

「放射能検査」のページはこちらから

検出値

※最新の検査結果で不検出でしたが、過去１年間の検出履歴として掲載しています。

※※今回は、11月5回企画の商品について掲載しています。
＜参考＞トリチウムの基準値 ・WHO(世界保健機関) ： 飲料水 10,000Bq/L

・コーデックス委員会 ： 乳児用食品 1,000Bq/kg
・コーデックス委員会 ： それ以外の食品 10,000Bq/kg

● 自主基準について

● 検出下限値について

単位 ： Bq/kg

● 検査対象範囲について

三陸産わかめ　９５ｇ
三陸産冷凍うに　５０ｇ

( )内は検出下限値
備考商品名 漁獲・採取日 トリチウム

( )内は検出下限値

しいたけ

株式会社高橋徳治商店
花巻農業協同組合大迫乾しいたけセンター

農畜産物とその加工品
水産物とその加工品

北海道を除く東日本産（新潟･長野･静岡以東の本州産）
日本沿岸･近海・一部の北太平洋・淡水産水産物

岩手県
青森県、三陸北部沖

● トリチウム検査結果 トリチウム検査については外部検査機関にて迅速分析を行い、結果を都度公表します。
なお日本では食品における基準値の設定がないため、パルシステムでも基準値を設定していません。

検出せず　(3Bq/kg)
検出せず　(3Bq/kg)

検出せず　(13Bq/kg)
検出せず　(13Bq/kg)

2023年3月頃
2023年6月

※※
※※

● 検出された商品(2022年12月1回～2023年11月4回)
自主基準 国の規格基準

青大豆（秘伝） ２００ｇ 高田種苗株式会社

2023年11月4回（C週）放射能検査のお知らせ
● 今週の放射能検査状況（2023/10/26～11/1)

備考
※

＊一部の商品を除き、お届けするまでに検査を実施しています。2011年の放射能検査開始から2023年3月末までの累計検査数は44,585件です。

11/20～11/24

商品名
生しいたけ（原木栽培）
お料理セットのしいたけ

産直原木しいたけ（スライス・カット）
岩手県産乾しいたけ・小粒どんこ

2022年度累計検体数
(　)は検出数

放射能検査のポイントと商品検査センターの取り組みについては、次のページもご覧ください。

お届け日：
発行日：

検出下限値
（セシウム134、137それぞれの検出下限値を

下記の通りとしています）

最終製造者
ＪＡつくば市谷田部 産直部会

株式会社旭物産

国の規格基準

乳幼児用食品

検出下限値とは「検出できる最小値」のことです。パルシステムでは、
高性能に放射能を検出できるゲルマニウム半導体検出器を2台導入して検査を
行い、乳幼児用食品（『yumyum For Baby&Kids』掲載商品、および
インターネットの『ベビー＆キッズOK食材』商品）については検出下限値を
1Bq/kgまで、その他の商品は3Bq/kgまで検査しています。

検体数
(　)は検出数

2023年度累計検体数
(　)は検出数

水、飲料・飲料茶、牛乳、乳製品、米、青果類、
きのこ類、肉類、卵、魚介類、その他食品

水､飲料茶､牛乳､乳幼児用食品

飲料､乳製品､米
青果類､きのこ類(しいたけ除く)、
肉類､卵､魚介類､その他食品

水、飲用茶
乳児用食品、牛乳

一般食品

単位 ： Bq/kg

自主基準
（セシウム134、137の合計）

パルシステムでは食品の残留放射能について自主基準を設定
しています。放射線には、これ以下なら安全という境界の値
がないと仮定したリスク管理が望ましいとされています。
そのため、基準以下であっても放射能低減を追求します。
検査の結果、自主基準を超えて検出された商品については
供給しません。

パルシステムの放射能検査の基準について

品目

漁獲・採取場所 放射性セシウム

検出日

青果
しいたけ

その他のきのこ類
米・米飯類

牛乳・乳製品
肉類
卵

魚介類
飲料水・飲料
乳幼児用食品

その他加工食品
合計

検索して見る場合

放射能　お知らせ　パルシステム

※画面は見本です。

※トリチウム検査の結果は、毎週ではなく
検査毎に都度更新します。

2023年11月4回から
「トリチウム」を
検査項目に追加※

これからも被災者・避難者を支えていきます。
　福島第一原子力発電所事故が発生した2011
年から、パルシステムでは被災者・避難者の
支援を続けています。2023年度は過去最大と
なる新規9団体を含む25団体に総額1,890万
6,600円を助成することができました。13年が
経過した今でも、これだけ多くの支援を続けら
れているのは、温かな組合員の協力があってこ
そです。
　公的な助成金は使い道が大きく制限される
のに対し、パルシステムの応援金は団体の審
査を厳しく行い、その後の使い道は各団体にま
かされているという違いがあります。その用途

東京電力福島第一原子力発電所事故被災者応援金

は多岐にわたります。被ばくが疑われる被災
者らの健康管理や、放射能測定はもちろん、震
災や原発事故による心のケアなどさまざま。い
ずれも長期的な支援が不可欠であり、公的支
援が先細るなかで、パルシステムの応援金は
貴重な存在となっています。
　また、新規団体への助成も引き続き行ってい
きます。時代の流れとともに、必要とされる支
援の形は変わっていきます。そのなかでも、助
けを必要とする人たちがいる限り、パルシステ
ムは被災者・避難者を支え続けます。

2024年の新規支援団体を紹介します

福島県浪江町から避難したシニア
世代中心の互助組織。定期的な
お茶会や、外出機会が減った参加
者を元気づける目的で交流会を企
画しています。「ふうあいネット」ら
ほかの支援団体とも連携し、2023
年から活動を再開。

浪江ネットワーク（茨城県）

2023年の交流会のようす

New

みなさんからの尊い募金には感謝しています。浪江に帰りたい気
持ちはみんな持っています。しかし、帰還できる人ばかりではな
い。そんな不安を吐き出せる、故郷の言葉で話せる場として、今
後も活動を続けていきます。（代表・半

はんや
谷とよ子さん）


